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西尾（2017）により開発された高齢者の発話と嚥
下の運動機能向上プログラム（Movement Therapy 
Program for Speech ＆ Swallowing in the Elderly：
MTPSSE）は，系統発生学的論拠と臨床的エビデン
スに依拠してディサースリアと摂食嚥下障害を同時並
行的に治療するハイブリッドアプローチである．ま
た，治療と予防を志向している点でもハイブリッドア
プローチであり，発話と摂食嚥下機能が健常な状態に
ある者から機能障害がある者まで，対象範囲は広く、
かつ発話と摂食嚥下障害の重症度も，軽度から重度ま
で適応となる．負荷量，筋収縮様式，強度，速度，反
復回数，角度などの条件を重視し，とりわけ，運動生
理学的理論として，過負荷（オーバーロード）の原理，
特異性の原理，可逆性の原理を重視している．

本プログラムのメイントレーニングの構成はⅠ．可
動域拡大運動プログラムと，Ⅱ．レジスタンス運動プ
ログラムの 2 つからなり，いずれも対象と目的が明確
に規定されている．

本セミナーセッションでは本プログラムのうち，舌
筋（内舌筋，外舌筋）の運動について，Ⅰ．可動域拡
大運動プログラム（7 小項目）とⅡ．レジスタンス運
動プログラム（10 小項目）について，我々の研究成
果も踏まえて解説する．

まず，可動域拡大運動プログラムでは，舌背の挙上
運動，舌の前方突出運動，舌の上前方運動，舌の下前
方突出運動，舌の左右移動運動，舌の側方突出運動，
舌根の後退運動を，多様な角度での自動介助・自動運
動，舌のリーチ動作，鏡による視覚的フィードバック
などのテクニックを活用し，綿密かつ的確に可動域の
拡大を図る．

レジスタンス運動プログラムでは，「タ」を活用し
た舌尖の挙上運動，「ニャ」を活用した前舌・中舌の
挙上運動，「カ」を活用した奥舌の挙上運動，舌背の
挙上運動，舌の前方突出運動，舌の左右移動運動，舌
の上前方突出運動，舌の下前方突出運動，舌の側方突
出運動，舌根の後退運動を，多様な角度での抵抗運動，
クロスバーテクニック，チューブトレーニング法，パ
ワートレーニングなどのテクニックを活用し，的確に
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筋力とパワーの増大を図る．
当日は，これらの手技について実演と演習を交えて

解説し，参加者に習得して頂く予定である．
最後に，舌の機能的治療効果はそれだけで終わって

はならない．日常生活における会話や食事へと般化さ
せなくてはならないことを忘れてはならない．そのさ
い，ディサースリアにおいて，会話訓練は重要な役割
を果たすことを付記しておきたい．
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